
荒
城
の
月 

 

文
語
解
説
お
よ
び
英
語
散
文
譯 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
田 

友 

 

殘
暑
御
見
舞
申
し
上
げ
候
。
皆
々
樣
、
恙
無
く
過
さ
れ
候
段
、
祝
著
至
極
に
御
座
候
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
大
過
あ
り
と
い
へ
ど
も
漸
く
終
著
點
に
達
し
候
て
、
コ
ロ
ナ
の
下
に
平
穩
な
ら

ぬ
平
穩
の
日
々
を
取
り
戾
し
候
條
、
慶
賀
仕
る
べ
く
候
矣か

。 

 

八
月
二
十
三
日
は
「
處
暑

し
よ
し
よ

」、
二
十
四
節
氣
の
第
十
四
に
て
、「
立
秋
」
と
「
白
露

は

く

ろ

」
の
間
に
有
之
候

こ
れ
あ
り
そ
ろ

。

「
處
」
は
「
と
ど
ま
る
」
に
し
て
、「
暑
さ
と
ど
ま
る
の
時
」
の
義
な
り
と
説
く
人
多
く
候
へ
ど
、「
暑

處
」
な
ら
で
、「
處
暑
」
な
る
上
は
、「
處
」
は
「
と
ど
ま
る
」
に
あ
ら
で
、「
と
ど
む
」
に
候
は
ず
や
と

愚
考
仕
り
候
。

然
し
か
ら
ば

則
す
な
は
ち

「
暑
さ
を
と
ど
む
る
の
時
」
と
訓
み
候
ふ
べ
く
存
知
候
。
い
づ
れ
な
ら
ん
と

も
、
初
涼

し
よ
り
や
う

訪
る
る
の
候こ

う

を
申
し
候
ふ
儀
に
候
は
ん
。 

 

扨さ
て

、
舊
曆
八
月
の
望
月

も
ち
づ
き

は
「
中
秋
の
名
月
」
も
し
く
は
「
仲
秋
の
名
月
」
に
て
候
。「
中
秋
」
は
八
月

十
五
日
、「
仲
秋
」
は
八
月
の
謂
ひ
に
て
候
へ
ば
、
畢
竟
詰
る
所
は
一
に
帰
し
て
候
。 

 

片
や
、
新
曆
八
月
の
望
月
を
、
米
國
に
て
はstu

rg
eo

n
 m

o
o

n

と
申
し
候
。stu

rg
eo

n
は
「
蝶て

ふ

鮫ざ
め

」

（
キ
ャ
ビ
ア
の
親
）。
五
大
湖
周
邊
のn

ative A
m

erican
s

の
蝶
鮫
漁
、
此
れ
が
滿
月
の
頃
ほ
ひ
に
最
盛

期
を
迎
へ
候
に
據
り
て
、
斯
く
は
呼
ば
れ
て
候
。
而
し
て
、
今
年
のstu

rg
eo

n
 m

o
o

n

は
八
月
二
十
二

日
。
夏
の
滿
月
は
大
略

ほ

ぼ

冬
の
太
陽
の
軌
跡
を
辿
り
候
へ
ば
、
南
中
高
度
甚
だ
低
き
に
よ
り
て
、
我
が
部
屋

の
向
ひ
な
る
建
物
の
蔭
に
隱
れ
候
は
ん
や
と
懸
念
い
た
し
候
へ
ど
も
、
辛
う
じ
て
そ
の
上
部
を
通
過
し
、

見
事
、
望
月
を
堪
能
す
る
の
機
會
に
惠
ま
れ
て
候
。 

な
ほ
、
今
年
の
中
秋
の
名
月
は
九
月
二
十
一
日
と
の
由
。
各
位
に
於
せ
ら
れ
て
は
、
お
見
逃
し
な
き
や

う
。 さ

て
、
此
度
は
名
月
に
觸
發
せ
ら
れ
候
て
、
名
曲
「
荒
城
の
月
」
の
解
説
を
試
み
て
候
。 

 



「
荒
城
の
月
」
は
明
治
三
十
四
年
發
表
。
作
詞
は
土
井
晩
翠
、
作
曲
は
瀧
廉
太
郎
。
文
部
省
の
中
學
校

唱
歌
と
し
て
懸
賞
募
集
し
た
る
に
、
東
京
帝
國
大
學
大
學
院
生
の
土
井
晩
翠
（
三
十
一
歳
）
應
募
し
て
當

選
。
こ
れ
に
東
京
音
樂
學
校
の
瀧
廉
太
郎
（
二
十
三
歳
）
す
な
は
ち
曲
を
附
け
た
る
作
品
な
り
。 

晩
翠
の
腦
裏
に
あ
り
し
荒
城
は
仙
臺
靑
葉
城
お
よ
び
會
津
若
松
城
と
推
定
せ
ら
れ
、
ま
た
、
廉
太
郎
の

思
ひ
あ
り
し
は
富
山
城
も
し
く
は
豐
後
岡を

か

城
（
竹
田
城
）
な
り
と
ぞ
傳
へ
ら
る
る
。（
會
津
若
松
城
は
、

明
治
七
年
廢
城
令
に
よ
り
て
破
却
せ
ら
れ
、
戰
後
漸
く
再
建
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
晩
翠
の
見
た
る
城
は
眞
の

荒
城
な
り
き
） 

全
四
聯
の
歌
詞
を
紹
介
し
、
こ
れ
を
文
語
散
文
に
て
解
説
し
、
か
つ
ま
た
拙
き
英
語
散
文
譯
を
倂
せ
た

り
。 

お
笑
ひ
棄
て
あ
ら
せ
ら
る
べ
く
。 

 
 

 
 

 

イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
に
て
歌
曲
を
聞
か
れ
ん
と
思
し
召
す
各
位
に
は
、「
三
橋
美
智
也
」
も
し
く

は
「
舟
木
一
夫
」
を
推
奬
仕
る
。 

  

一 春
高
樓
の
花
の
宴 

 

め
ぐ
る
盃
影
さ
し
て 

 

千
代
の
松
枝
分
け
出
で
し 

 

昔
の
光
今
い
づ
こ 

 

春
、
も
の
の
ふ
は
櫻
の
下
に

宴
う
た
げ

を
催
す
。 

天
守
に
集つ

ど

ひ
て
、
盃
を
交
せ
ば
、
酒
の
面お

も

に
光
あ
り
、 

三
五

さ

ん

ご

の
月
、
老
樹

ら
う
じ
ゆ

の
彼
方
よ
り
現
は
れ
た
り
。 

あ
あ
、
美
し
き
抒
情
の
詩う

た

、
い
づ
く
に
か
去
り
て
、 

な
ん
ぞ
我
儕ら

は
見
る
を
得
ざ
る
。 



 In
 th

e sp
rin

g
, th

e w
arrio

rs u
sed

 to
 h

o
ld

 a p
arty, 

G
ettin

g
 to

g
eth

er o
n

 th
e lo

fty terrace. 

T
h

ey exch
an

g
ed

 cu
p

s o
f rice w

in
e. 

A
 fu

ll m
o

o
n

 ap
p

eared
 fro

m
 am

o
n

g
 ag

ed
 p

in
e b

ran
ch

es. 

H
o

w
 co

m
e th

at g
racefu

l lyrical view
 can

’t b
e seen

 n
o

w
?
 

 

二 秋
陣
營
の
霜
の
色 

 
 

鳴
き
行
く
雁
の
數
見
せ
て 

 

植
う
る
劔

つ
る
ぎ

に
照
り
そ
ひ
し 

 

昔
の
光
今
い
づ
こ 

 

秋
、
も
の
の
ふ
の
戰
ひ
に
備
ふ
る
に
、
月
光
さ
や
か
な
り
。 

鳴
き
つ
つ
飛
び
來
た
る
初
雁
の
幾
羽
な
る
を
知
る
に
足
る
。 

切
っ
先
を
地
に
埋
め
た
る
拔
き
身
の
劔
、
數あ

ま

多た

あ
り
て
月
光
こ
れ
を
照
ら
す 

あ
あ
、
勇
壯
な
る
敍
事
の
詩う

た

、
今
い
づ
く
に
か
あ
り
て
、 

な
ん
ぞ
我
儕
は
見
る
を
得
ざ
る
。 

 In
 th

e au
tu

m
n

, th
ey p

rep
ared

 fo
r th

e b
attle. 

T
h

e m
o

o
n

lig
h

t w
as b

rig
h

t en
o

u
g
h

 

T
o

 co
u

n
t h

o
w

 m
an

y w
ild

 g
eese w

ere flyin
g

 aw
ay, cryin

g
 lo

n
ely. 

A
n

d
 it sh

o
n

e o
n

 th
e sw

o
rd

s, w
h

o
se sh

arp
 en

d
s w

ere b
u

ried
 in

 th
e g

ro
u

n
d

. 

H
o

w
 co

m
e th

at g
allan

t ep
ical view

 can

’t b
e seen

 n
o

w
?
 



    

三 今
荒
城
の
夜
半

よ

は

の
月 

 

變
ら
ぬ
光
誰た

が
た
め
ぞ 

 

垣
に
殘
る
は
た
だ
葛

か
づ
ら 

 

松
に
歌
ふ
は
た
だ
嵐 

 

荒
れ
果
て
た
る
城
の
空
、
今
夜
半
の
月
か
か
る
。 

さ
や
け
き
光
、
あ
り
し
日
に
變
る
な
し
。 

あ
あ
美
し
き
か
な
。
見
る
者
な
き
に
、
誰た

が
爲
に
か
照
れ
る
。 

石
垣
に
は
蔓
草
の
殘
れ
る
の
み
。 

松
枝

ま
つ
が
え

を
吹
き
拔
く
る
松
籟

し
よ
う
ら
い

、
な
ん
ぞ
斯
く
は
悲
し
き
。 

 N
o

w
 th

e m
id

n
ig

h
t m

o
o

n
 is h

an
g

in
g

 ab
o

ve th
e ru

in
ed

 castle. 

Its lig
h

t is n
o

t d
ifferen

t fro
m

 w
h

at it u
sed

 to
 b

e. 

F
o

r w
h

o
m

 is it sh
in

in
g

 so
 m

o
vin

g
ly o

n
 th

is d
eso

late u
n

m
an

n
ed

 g
ard

en
?
 

O
n

 th
e h

ed
g
es rem

ain
s n

o
th

in
g

 b
u

t clim
b

ers. 

F
ro

m
 th

e p
in

e fo
rest is h

eard
 o

n
ly a sto

rm
y w

in
d

 sin
g

in
g

, 

    

四 天
上
影
は
變
ら
ね
ど 

 
 

榮
枯
は
移
る
世
の
姿 

 
 

映
さ
ん
と
て
か
今
も
な
ほ 

 
 

あ
あ
、
荒
城
の
夜
半
の
月 



 

久
方
の
天
津

あ

ま

つ

御
空

み

そ

ら

、
月
は
往
時

い

ん

じ

に
變
る
な
し
。 

さ
れ
ど
、
こ
の
儚

は
か
な

き
現
世

う
つ
し
よ

、 

物
と
し
て
遷う

つ

ら
ざ
る
は
な
し
。 

月
の
照
れ
る
は
か
か
る
閻
浮
提

え

ん

ぶ
だ

い

を
映
さ
ん
と
て
な
り
や
。 

あ
あ
、
荒
城
の
空
の
夜
半
の
月
か
な
。 

 In
 th

e h
eaven

 th
e m

o
o

n
 still lo

o
k
s as it u

sed
 to

 b
e. 

B
u

t in
 th

is tran
sien

t w
o

rld
, 

 

A
ll th

in
g

s are in
 flu

x. 

D
o

es it sh
in

e, in
ten

d
in

g
 to

 reflect th
e h

u
m

an
 so

ciety?
 

O
h

, m
id

n
ig

h
t m

o
o

n
 ab

o
ve th

e ru
in

ed
 castle. 

（
令
和
三
年
八
月
二
十
四
日
受
附
） 

 


